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は   じ  め  に

報告書出版までの経緯と概要

小  谷  凱  宣*

 昭 和59,60年 度 の 両 年度 に わ た り,文 部 省 科学 研 究 費 補 助 金(総 合研 究A)を 受 け

た,「 ピウス ッキ北 方 資 料 を 基礎 とす る 日本 周 辺 北 方 諸 文 化 の総 合 的 研 究」(代 表 者 ・

加 藤 九詐)が 実 施 され た。 こ こで い う 「ピ ゥス ッ キ北 方 資 料 」 とは,@ポ ー ラ ン ドの

民 族 学 研究 者 故 プ ロニ ス ワフ ・ピウス ッ キが約80年 前 に主 と して サ ハ リ ン ・ア イ ヌの

間 で 録 音 した 旧式 の 録 音蝋 管,⑤ ピウ ス ッ キが執 筆 し,既 に出 版 され て い るモ ノグ ラ

フ と雑 誌 論 文,お よび,◎ 彼 が残 した 未 刊行 草 稿 類 を い う。本 冊 子 は以 上 の諸 資料 の

内 容 に関 す る諸 研 究 の 中間 報 告 で あ る。

 本冊 子 の刊 行 にあ た って,(1)本 研 究 計 画 の 背景,(2)二 年 間 の研 究 活動 の 概 要,(3)本

冊 子 の 内容,(4)今 後 の課 題,お よび(5)資 料 の所 在 に つ いて,簡 単 に記 した い。

1. 本研究計画の背景

 本 研 究 の発 端 にな った の は,1977年 に発 表 され たA.F.マ イ エ ヴ ィチの 短 い 報告 で

あ る[MAJEwlcz l 977]。 これ は北 海 道 大学 文 学 部 北 方 文 化 研 究施 設 の紀 要 『北 方文

化研 究 』 第11号 に掲 載 され た。 マ イエ ヴ ィチ は この 報 告 の な か で,ポ ー ラ ン ドの ア イ

ヌ文 化 研 究 者 の 名前 を数 人 あげ,そ の な か で もB.ピ ウ ス ツ キを と くに と りあ げ,ピ

ウス ッ キの 刊行 物,未 刊 行 の 草 稿 類,そ して,最 後 に,蝋 管 の こ とに触 れ て い る。 蝋

管 が ポ ー ラ ン ドの ポズ ナ ニ市 アダ ム ・ ミッ キ エ ヴ ィ チ大 学 言 語学 研 究 所 に保 存 されて

い る こ と,箱 の上 書 きか ら推 定 して サハ リン ・ア イ ヌ文 化 を 中心 に,種 々の資 料 が録

音 さ れて い る と考 え られ る こ と,さ らに,保 存 状 態 に も触 れ,適 切 な音 の再 生 を す る

に は新 旧 の 録 音 ・再 生 技 術 に通 じた専 門 家 の助 力 が 必 要 で あ る こ とな どを指 摘 して い

る。

 マ イ エ ヴ ィチ の短 報 は,日 本 の 北方 文 化 研 究 者 に少 な か らぬ衝 撃 を与 え る こ とに な

った 。 その 間 の経 緯 は,本 研 究 の 推進 者 の一 人 で あ る黒 田 信一 郎 が独 特 の文 体 で既 に

記 して い るの で,そ れ を 参 照 して いた だ きた い[黒 田 1984]。

*国 立民族学博物館第一研究部
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 黒 田信 一 郎,井 上 紘一 らは蟷 管 を 中心 とす る諸 資 料 の 総 合 的 な研 究 計 画 を た て,そ

の研 究 推 進 の 母体 と して 非 公式 な 団 体CRAP(Committee for Restoration and

Assessment of B. Pilsudski's Life and Works)を 結 成 した 。1981年 に はマ イ エ ヴ ィ

チ ら との文 通 に よ り,日 本 とポ ー ラ ン ドの 間 の共 同研 究 推 進 の計 画 が立 案 され,現 実

の 問題 と して 協 議 され,国 境 を越 えた 研 究組 織 の結 成 へ と発展 した。 そ こで研 究 推進

の母 体 の 名 称 もICRAPと 改 称 され た。 正 式 に はInternational Committee for

Restoration and Assessment of B. Pilsudski's Life and Works(ピ ウス ツ キ未 刊資

料 復 元評 価 の 国際 委 員会)と 呼 ばれ る もの で あ る。 この組 織 は1982年 秋 に,日 本 側代

表 者加 藤 九 酢(現 相愛 大 学 人 文 学 部 教 授)よ り,ポ ー ラン ドの ア ダ ム ・ミッ キ エ ヴ ィ

チ大 学 長 と言 語学 研 究 所 長 に あて て 結 成 を 呼 び か けた 。

 ICRAPの 目的 は,共 同研 究 を両 国 の研 究 者 の 協 力 に よ って 実施 し,ピ ウス ッキ

の すべ て の 資 料 を探 索 ・復 元 し,そ の 内容 の研 究 を推 進 す る こと に あ った。 特 に,膨

大 な量 に な る未 刊行 の草 稿 類 の 探 索 と整理 ・復 元 は,ピ ウス ッ キ の民 族学 研 究 に お け

る業 績 の 全 貌 を 明 らか にす る もの で あ るが,そ れ まで 試 み た もの は誰 もい な か った。

草 稿 類 はす べ て 手書 きの原 稿 で あ り,見 慣 れ な い 日本 人 の 眼 に は それ を判読 して タ イ

プ化 す る の は困難 な た め,国 際 間 の 共 同作 業 が必 要 で あ った。 ま た,既 刊 の モ ノ グ ラ

フ,論 文 類 も広範 囲 にわ た る学 術雑 誌類 に発 表 され て お り,し か も発 表言 語 も数 ケ 国

語 にわ た って い るた め,整 理 の 必 要 が痛 感 され て いた 。・蟷 管 は マ イエ ヴ ィチ が指 摘 し

た よ う に[MAJEwIcz l977],保 存状 態 が極 度 に悪 く,最 新 の 音 声再 生 技 術 を駆 使

し,可 能 な 限 りの音 声 資 料 を再 生 す る必 要 が あ った 。

 当 面 の 両 国 の共 同作 業 と して,具 体 的 に は,① 日本 にポ ー ラ ン ドか ら研 究 者 を招 聰

し,蝋 管 を持 参 して も ら うこ と,② 蝋 管 の録 音 内容 の 再 生 は,日 本 で 実施 す る こ と,

③ 再 生 した音 声 資 料 は カ セ ッ ト ・テ ー プ に録 音 し,蝋 管 と と もに ポ ー ラ ン ド側 に返 却

す る こ と,お よび,④ これ か らの共 同研 究 の実 施 に必 要 な経 費 は 日本 側 で負 担 す る こ

とで あ った。 これ に アダ ム ・ ミッ キ エ ヴ ィチ 大 学 の 関係 者 が 同意 す る 旨の意 志 表 示 を

した の は1983年 春 の こ とで あ り,こ れ に よ り国 際 的 な 研究 推 進 の組 織 が で きあが った。

 この返 事 を受 けて,日 本 国 内 の研 究 組 織 と して,『 ピウス ツキ北 方 資 料 研 究会 』(代

表者 ・加 藤 九 酢)が 結 成 され た 。 加藤 九 詐(当 時 国 立 民族 学 博 物 館),黒 田信 一 郎(北

海道 大 学),井 上 紘 一(中 部 大学)ら の メ ンバ ー に よ って 運営 協 議 会 が 結 成 さ れ,そ の

第一 回 の会 合 を1983年7月 に 国立 民 族 学 博 物 館 で 開催 した。 その 後,第 二 回 運 営 協 議

会 を8.月 に北 海 道 大 学 で,、第 三 回 を11月 に同 じ く北 海道 大 学 で開 催 した。 翌 年 の1984

年4月 下 旬 に は,第 四 回運 営協 議 会 を 国 立 民族 学 博物 館 で 開催 す る と同時 に,よ り多
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くの研究者の参加を呼びかけて,第 一回の研究会を開催 した。

 これと平行 して,ポ ーランドの関係者との共同研究の具体的実現を目指して,国 内

の関係者は研究費の調達に懸命な努力を開始 し,文 部省,株 式会社日本アイ ・ピー ・

エム,財 団法人放送文化基金などへの科学研究費補助金,研 究助成金などの申請の準

備がおこなわれた。

 一方,「 ピウスツキ蝋管」の存在を日本の研究者に知 らせたA.マ イエヴィチを北海

道大学文学部北方文化研究施設に招聰すべく,日 本学術振興会へ長期研究者招聰計画

の申請もおこなった。(こ れは学術振興会の配慮で実現し,マ ィエヴィチは翌1984年

5月 より1985年3月 まで北海道大学に滞在 し,既 刊の刊行物の整理,研 究に従事する

とともに,夫 人 とともに未刊行草稿類の整理にあたった。)

 ICRAPの 結成前後か らポーランドのA. F.マ イエヴィチは蝋管の国外持出し(日

本への輸送)に ついての諸問題の解決にあたっていた。蝋管が約80年 前に録音された

もので古文化財 とみなされるため,持 出しにあたってはポーランド国文化省の文化財

保護に関する部局の許可 を必要とした。 マィエヴィチの精力的な折衝 とICRAPの

計画の説明などにより,1983年6月 にポーランド文化省は蠕管の日本への移送を許可

し,た またまポーランドに滞在中であった吉上昭三 ・井上紘一を日本側代表者 として

一時国外移送のための契約がおこなわれた。そして,最 終的には,ポ ーランド国の税

関にパ ッキング ・リス トの形で内容を明示 した リス トを残し,国 外への輸送の許可が

えられたのである。

 蝋管の輸送 には,梱 包などのやっかいな作業を伴なう。ポーランド滞在中の吉上昭

三の努力と外務省,NHK,日 本航空などの関係者の協力により,蝋 管はパ リ経由で

日本に運ばれ,1983年7月 に北海道大学に到着 した。

2. 二年間の研究活動の概要

 ピウス ツ キの 草稿 類 は,マ イ ク ロ フィル ムの 形 で 日本 に もた らされ た。 その 拡 大 複

写 に基 づ いて,昭 和59年 か ら60年 に か けて,北 海 道 大 学 にお いて,E・ マ イ エ ヴ ィ チ

に よ り判 読 と タイ プ化 の 作 業 が 行 わ れた 。 そ の作 業 の成 果 の 一 部 と して,サ ハ リ ン ・

ア イ ヌの 祈 りの 言 葉 がA,マ イ エ ヴ ィチ に よ り 翻 訳 ・編集 さ れ,刊 行 さ れ て い る

[PI・;LsUDSKI 1984-1985a, b, c]。 また,後 に触 れ る よ うに,草 稿 類 は すべ て タ イ プ

原 稿 に され,研 究 者 の利 用 に供 せ る状 態 に あ る。

 ピウ ス ツ キの 既 刊 の論 文 類 は,主 と して 井 上 紘 一 に よ り整 理 され,文 献 目録 が作 成

さ れた 。 これ につ いて は,次 章 で触 れ る こ と に した い。
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 蝋管の特質を考慮し,ま た,と くに 「ピゥスッキ蝋管」の保存状態のよくない現状

を考慮するとき,蝋 管からの音の再生作業は単純ではないことが予想された。幸いな

ことに,こ の研究計画の当初から北海道大学応用電気研究所の朝倉利光教授をはじめ

とする研究所のスタ ッフが参画 し,1983年 夏に到着 した蝋管の音の再生作業が始まっ

た。

 音声の再生作業の開始とともに,関 係者を中心に,国 内の研究者を糾合して研究班

の組織化が図 られた。そして,音 声再生の電子工学的研究 とともに,録 音内容そのも

のを対象とする言語学的研究,民 族音楽学的研究,さ らに,録 音内容とその比較研究

をおこなうための民族学的研究などの必要性が指摘された。 かくして,「 ピウスツキ

北方資料研究会」のメンバーを母体にして,昭 和59年度から二年間にわたる総合研究

班が結成され,国 立民族学博物館に事務局をおいて研究活動を始めることになったの

である。

 この研究班の正式のメンバーの一覧と各研究分担分野については,第1表 を参照 し

ていただきたい。

 この組織表に名前の載っていない多数の研究者の方にも,研 究計画の推進の上でご

尽力をいただいた。とくに,後 に触れる研究会の折には,メ ンバー以外の方の出席を

お願いし,質 疑応答や討論に参加 していただいた。また,国 外の北方諸文化の研究者

の方には,文 通,論 文の寄稿などの形で,種 々の貢献をしていただき,国 際的共同研

究の実績を築いた。 これらの方々は,岩 井俊昭(当 時北海道大学応用電気研究所,現

静岡大学工学部),宇 田川洋(東 京大学文学部),大 島稔(小 樽商科大学短期大学部),

岡田宏明(北 海道大学文学部),岡 田路明(白 老アイヌ民族博物館),萱 野茂(二 風谷

アイヌ文化資料館),北 構保男(北 地文化研究会),切 替英雄(北 海道大学文学部),A.

クチンスキー(ポ ーランド,プ ロッワフ,ポ ーランド民族学会),J.ク ライナー(ド イ

ッ連邦共和国ボ ン大学),佐 々木利和(東 京国立博物館),佐 藤知己(北 海道大学文学

部),A. V・ スモリャーク(ソ ヴィエ ト連邦科学アカデミー民族学研究所),津 曲敏郎

(北海道大学文学部),出 利葉浩司(北 海道開拓記念館),徳 永康元(関 西外国語大学),

中川裕(千 葉大学人文学部),中 村斎(北 海道開拓記念館),西 本豊弘(国 立歴史民俗

博物館),灰 谷慶三(北 海道大学文学部),萩 中美枝(北 海道教育庁),J.バ ンチェロ

フスキ(ポ ーランド,ア ダム・ミツキエヴィチ大学言語学研究所),A. F.マ イエヴ

ィチ(ポ ーランド,ア ダム ・ミツキエヴィチ大学言語学研究所),宮 岡伯人(東 京外

国語大学),安 井亮平(早 稲田大学文学部),渡 辺仁(早 稲田大学文学部)な どである。

 次に,二 年間における研究活動の概要を簡単に紹介 しておきたい。
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第1表 研究 組織 と各研 究領 域

研究代表者(総括)加 藤 九 柞 麟 塁鰻 養髪聾 館・)

工学的研究班

言 語 研 究 班

民族音楽研究班

文学歴史研究班

民族学破究班

朝 倉 利 光(北 海道大学応用電気研究所)

伊福部   達(北 海道大学応用電気研究所)

池 上

田 村

村 碕

浅 井

服 部

藤 村

伊福部

谷 本

田 村

吉 上

沢 田

井 上

和 田

大 橋

黒 田

小 谷

大 塚

荻 原

伊 東

北 構

佐 木々

二 良(札 幌大学短期大学部)

すず子(早 稲田大学語学教育研究所)

恭 子(北 海道大学言語文化部)

 亨(富 山大学人文学部)

 健(元 北海道教育大学)

久 和(北 海学園大学教養部)

昭(東 京音楽大学)

之(北 海道教育大学札幌分校)

進(東 京音楽大学)

昭 三(東 京大学教養学部)

和 彦(新 潟大学人文学部)

紘 一(中 部大学国際関係学部)

 完(小 樽商科大学商学部)

英 寿(東 北大学文学部)

信一郎(北 海道大学文学部)

凱 宣(国 立民族学博物館)

和 義(国 立民族学博物館)

真 子(東 京国際大学教養部)
一一 郎(早 稲田大学文学部)

太 郎(帯 広畜産大学)

史 郎(国 立民族学博物館)

 工学関係の研究は朝倉教授を中心に別個の文部省科研費等により実施され,そ の研

究成果と情報は言語 ・音楽班に伝えるとともに,研 究会の折に他の研究者にも提供 し

てもらう形をとった。言語 ・民族音楽関係者,歴 史 ・文学関係者は独自に研究を進め

た。これ らの成果と情報を交換し,全 体の研究計画を推進するために,メ ンバー全員

と他の関係者の出席する四度の研究集会と一度の国際シンポジウムを開催した。

 研究会

 全メンバーの出席する研究会は,昭 和59年 度には,4月,12月,2～3月 に三度開

催 した。また,昭 和60年度には最後の研究総括を兼ねて,2～3月 に研究会を開いた。

このうち,昭 和59年 度には,日 本学術振興会の招聰で北海道大学文学部で研究に従事
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して いたA.F・ マ イ エ ヴ ィチ も研 究 会 に参 加 した 。 ま た,昭 和60年 度 最 後 の 研 究 会 に

は,A・F.マ ィエ ヴ ィチ を ポ ー ラ ン ドよ り招聰 し,研 究 会 に参 加 して も らった。 四 回

にわ た る研 究 会 の 日程 と概 要 は,つ ぎの 通 りで あ る。

第1回  『ピウスッキ総合科研』研究会

  昭和59年4月29日(日),30日(月) 国立民族学博物館

 第1日 加藤九酢:挨 拶

     黒田信一郎=事 務局報告

     村崎恭子:言 語部門作業経過報告

     井上紘一:ピ ウスツキ文献解題

 第2日 加藤九柞:ロ シア民族学派とピウスッキ

第2回  『ピウスッキ総合科硫』研究会

  昭和59年12月14日(金)～16日(日) 国立民族学博物館

 第1日 加藤九酢:経 過報告

     朝倉利光 ・加藤九詐:来 年度のシンポジウムの概要について

     A.マ イエヴィチ:『 ピウスツキ著作集』の刊行計画について

     黒田信一郎:ピ ウスツキ草稿類整理の進行状況

     小谷凱宣:今 後の研究計画について

     朝倉利光:ピ ゥスツキ録音蝋管の工学的再生

     池上二良:ア ムール川下流域 ・樺太諸言語の研究とピウスッキ

 第2日 井上紘一:ピ ゥスツキの生涯とその業績

     A.マ イェヴィ≠:ピ ウスッキの草稿類と若千のポーランド語論文 につ

       いて

     徳永康元:ハ ンガ リーに所蔵されている樺太資料について

     村崎恭子:言 語 ・音楽班の活動報告

     田村すず子:北 海道方言が録音されている蝋管について

     藤村久和:ピ ウスツキ蝋管を聴いて

     津曲敏郎:ピ ウスツキのッングース語関係資料

     浅井 亨:蟷 管と北陸地方

     谷本一之:ピ ウスツキ録音以後のアイヌ音楽の時代的変化

     萩中美枝:ア イヌの口承文芸のジャンルについて

第3日 吉上昭三:歴 史 ・文学班活動報告
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吉 上 昭 三:シ ェ ロ シ ェ フス キ と ピ ウス ッ キ

沢 田和 彦:日 本 に お け る ピ ヴス ッ キ の事 蹟 につ いて

第3回  『ピウスッキ総合科研』研究会

  昭和60年2月28日(木),3月1日(金) 国立民族学博物館

 第1日 朝倉利光:蝋 管の工学的再生の現状

     切替英雄:蟻 管ラベル解説について

     村崎恭子:大 谷大学図書館所蔵の蜷管について

     A・マイエヴィチ:ピ ウスツキ1912年 『アイヌ言語 ・フォークロア資

       料集』のための索引 ・辞典について

     小谷凱宣:今 後の研究計画

     加藤九詐:ギ リヤークとアイヌの熊まつりをめぐって

     大橋英寿:ア イヌのシャマニズム管見  沖縄との比較をとお して

     佐々木史郎:20世 紀初頭における樺太の民族関係について

     荻原真子:ア ムールランド諸族の動物説話と獣婚諌をめぐって

 第2日 池上二良:B.ピ ウスツキのオロッコ語資料一 特 にその採録テキス ト

       について

     大塚和義:サ ハ リン郷土博物館所蔵のピウスッキ収集資料について

     伊東一郎:ポ ーランド民族学史におけるピウスツキの位置

     黒田信一郎:民 族学とピウスッキ

第4回 『ピウス ッキ総 合 科 研 』 研究 会

  昭和61年2月28日(金)～3月2日(日) 国 立民 族 学 博 物館

 第1日 朝 倉利 光:ト マ ス ・エ ジ ソ ン と蝋 管 蓄 音 機

     岩 井俊 明:レ ーザ ー ・ビー ム反 射 法 に よ る録音 蝋 管 か らの 音 声再 生

     伊 福部 達:蝋 管 音 声 の雑 音軽 減処 理

     池 上二 良:B.ピ ウス ツ キ採 録 の ウイ ル タ語 テ キス ト

     谷本 一 之:ピ ウス ッ キ 蝋管 に含 ま れ る旋 律 の タ イプ

 第2日 井 上 紘一:「 中央 ア ジ ァ・東 ア ジ ァ研 究 の た め の ロ シァ 委 員会 」 と ピ ウス

       ツ キ

     田村 進:ピ ウス ツ キ の評 価 を め ぐって

     F,A. Majewicz:An Index to Bronislaw Pilsudski's Materials of

       l912;AFinal R.eport.
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    伊 東 一 郎:ピ ウス ッ キ のバ ル ト ・ス ラブ民 俗 学 へ の寄 与

    沢 田和 彦:ピ ウ ス ツ キ と人 肉 事件

    黒 田信 一 郎:ピ ウ ス ツ キ と シ ュテ ル ンベル グ  民 族 誌 の 記述

第3日 渡 辺 仁:緊 急 調 査 の現 状 報 告

    小 谷 凱 宣:出 版 計画 に つ い て

     1) 『ピウス ッキ総 合 科 研 』 総 括 の研 究 論 文 集 の 出版 につ いて

     2) Collected Works b2 B. Pilsudskiの 編 集 ・出 版 計画 につ い て

 国 際 シ ンポ ジ ウム

 昭和60年9月 中旬 に は,北 海 道 大 学学 術 交流 会 館 にお いて,「 ピ ウス ッ キ蝋 管 とア

イ ヌ文 化 」 の 国 際 シ ンポ ジ ウム が 開催 さ れ た。 これ は北 海 道 大 学 応 用電 気 研 究 所 の朝

倉 教 授 を委 員 長 とす る 同 シ ンポ ジ ウム 実行 委 員 会主 催 に よ る もの で,カ ナダ お よび ア

メ リカ合 衆 国の蝋 管 資 料 の 関係 者 とア イ ヌ文 化 を中 心 とす る北 方 諸 文化 の研 究 者 が一

同 に会 して,技 術 的 な諸 問 題 や,言 語 ・文 化 に関 す る諸 研 究 を 討 議 す る もので あ り,

海外 か らの 研 究者 二 十 数 名 を ふ くめ 国 内 の研 究 者 も多数 出席 した。 この シ ンポ ジ ウム

は 実質 的 に は本 研 究 班 の メ ンバ ー に よ って お こな わ れ た もの で あ り,本 研 究 班 と して

は,関 係 者 全員 の 出席 を呼 び か け た。 この シ ンポ ジ ウム の発 表 論文 は,す で に実 行 委

員 会 よ り刊 行 さ れ て い る[CoMMITTEE FoR THE INTERNATIoNAL SYMposIuM(ed.)=

Proceedings of the lntemational S)mposium on B. Pilsudski'S PhonograPhic Records and

the・Ainu Culture, SapPoro:Hokkaido University(1985)を 参照 の こと]。

 な お,こ の シ ンポ ジ ウ ムで発 表 した研 究 班 の メ ンバ ー は浅 井 亨,朝 倉 利 光,池 上二

良,井 上 紘 一,伊 福 部 達,荻 原 真 子,加 藤 九 酢,沢 田和 彦,谷 本 一 之,田 村 す ず 子,

藤 村 久 和,村 崎恭 子,和 田完 で あ った 。 それ ぞ れ の論 文 は,文 末 の文 献 目録 に記 載 し

て あ る ので,参 照 して いた だ きた い。

 電 子 工 学 的研 究 は,朝 倉教 授 を は じめ とす る北 海 道 大 学 応用 電 気 研 究 所 の ス タ ッフ

とそ の関 係 者 に よ り進 め られ,そ の間 の研 究 の 進展 につ いて は別 の報 告 書 を参 照 して

い た だ きた い[朝 倉 ・伊 福 部 編 1986]。 最 初,伝 統 的 な 触針 法 で お こな わ れ た 音再

生 の試 み は,破 損 した 蝋管 に は適 用 で きぬ こ とが わ か り,改 めて レーザ ー光 を利 用 す

る,い わ ゆ る レーザ ー ビー ム反 射 法 が 開 発 され た。 この 新 方法 は,回 転 板 の改 良 を加

え る こ とに よ り,圧 倒 的 に数 量 の 多 い 古 い 円盤 状 レコー ドの音 の 再 生 に も応 用 で き る

可 能 性 を もち,内 外 の注 目を 集 め る こ とに な った の で あ る[lwAi et at.1985,1986

を 参 照 の こと]。
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 言語 ・音楽関係の研究者は,蟷 管からの音の再生を待って,そ れを関係者に実際に

聴いて もらい,そ の内容に接近する方法をとった。具体的には,蟻 管からの再生録音

を北海道各地に在住するサハ リン・アイヌ,北 海道アイヌの年輩の人々に自分の耳で

聴いてもらい,そ れぞれの人の判断,評 価を求める方法である。そのため,北 海道各

地に赴 く必要があった。その会場は,札 幌だけでな く,道 南,道 東にも及んだ。

 歴史 ・文学の関係者は,主 として東京で小研究会を開き,B.ピ ウスッキが北海道

旅行 したときのこと,お よび,ヨ ーロッパへの帰途半年ほど日本に滞在したときのこ

とを中心に足跡を追い,彼 の経歴,日 本の文学者,社 会主義者などとの関わりあいを

明らかにした。そのため,彼 の旅行先を尋ねる研究旅行 もなされたのである。

3. 本 冊子 の 内容 につ いて

 本 冊 子 は この二 年 間 の研 究 活 動 の 中間 報 告 で あ り,プ ロニ ス ワ フ ・ピ ウス ッ キ の悲

劇 的 生 涯 に焦 点 を 当 て,彼 の民族 学 研 究 者 と して の再 評 価 を 目指 す こ とに重 点 を 置 い

た 。 その た め本 冊 子 の諸 論 文 は,前 述 の 国際 シ ンポ ジ ウ ムの 報告 書[CoMMITTEE FoR

THE INTERNATIoNAL SYMPosIuM l985]と 同 じ配 列 を と った。

 第1章 は 「ピ ウス ッ キ の生 涯 」 にあて る。

 まず 加 藤 九詐 論文 は19世 紀 末 か ら20世 紀 初 め にか け て ロ シアで 活 躍 した シュ テ ル ン

ベル グ,ボ ゴ ラス,ヨ ヘ ル ソ ン らに焦 点 を あ て,こ れ ら北 方 諸 民 族 文 化研 究 の先 駆 者

の果 た した 役 割 と と もに,19世 紀後 半 の ロ シ アの 思 想 的 背景 につ いて 論 じて い る。 か

れ らはい ず れ も革 命 運 動 の 中途 で挫 折 し,流 刑 生 活 の 経験 者 で あ る こ とが共 通 して い

る。 の ち に シ ュテ ル ンベ ル グ は ギ リヤ ー クの 調 査 で,ボ ゴ ラス は チ ュ クチ の調 査 で,

ヨヘ ル ソ ンはユ カ ギ ー ル,コ リヤ ー ク,ア リュ ー トの 調査 で,そ れ ぞ れ 不朽 の業 績 を

挙 げ た 。 これ らの研 究 者 に比 較 して,ピ ウス ツ キ はや や年 齢 が若 いが,革 命 運 動 に投

じ,流 刑 の 経験 が あ るの は共 通 して い る。 しか し,何 が ピゥ ス ッ キ と他 の人 々 との 間

に民 族 学 研 究者 と して の世 の評 価 に大 きな 差 異 を作 って しま った の か 。 加藤 論 文 か ら,

この こ とを読 み取 って頂 け る と思 う。

 本 章 の 各 論文 の 中 で触 れ られ て い るよ う に,ピ ウス ツ キ は学 生 時 代 に国 王暗 殺 を計

る陰 謀 に参 画 した とい う嫌 疑 で逮 捕 され,シ ベ リア流 刑 に処 せ られ た 。十 数 年 に お よ

ぶ流 刑生 活 の 間 に少 数 民 族 文 化 に関心 を抱 き,刑 期 の終 了後,サ ハ リン(旧 樺 太)の

少 数 民 族 の 言 語 ・文 化 を調 査 す る こ とにな った 。 しか し,若 い時 期 に学 業半 ば に流 刑

に処 せ られ た こ とは,彼 の後 の 経 歴 に大 きな 影 響 を お よぼ す こ と にな る。

 さて,井 上 紘一 論 文 は,ピ ウス ツキ が育 った 時 代 背 景 を考 慮 しなが ら,幼 少 期 か ら
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ギムナジウムをへて,ペ テルブルグで逮捕されるまでを扱っている。故郷の リトワニ

アがロシア,ポ ーランドという大国の干渉により消滅 し,冷 酷な政治関係に流されて

生きる運命を背負 った ピゥスツキの少年 ・青年時代,と くに逮捕される前後の事情が

詳細に取り上げられている。

 サハ リンにおいて刑期を終了 してから,ピ ウスツキは二度日本に立ち寄っている。

はじめは短期間であったが北海道を旅し,さ らにその二年後には日本に数カ月滞在し

たのちに,太 平洋を横断 してアメリカ合衆国を経由し,ポ ーランドに帰国した。この

北海道旅行については吉上昭三論文が,日 本滞在中におけるピウスツキの文学者,社

会事業家との多彩な交流については沢田和彦論文が,そ れぞれ触れている。これらの

論文により,ピ ウスツキと日本 とのつながりが想像以上に強いことを理解 して頂けよ

う。

 第2章 はピウスツキの学問的業績について論 じる。

 井上紘一による 「プロニスワフ・ピウスツキの業績目録」は,ピ ウスツキが民族学

研究について執筆 した著作をほぽ網羅 したものである。このうち刊行物は,い ままで

に出版されたピウスツキの論文 ・モノグラフの出版目録であり,そ の執筆言語はポー

ランド語,ロ シア語,英 語,フ ランス語,ド イツ語,日 本語など多数の言語にわたっ

ている。未刊の著作はピウスツキの死後も未刊行のままに残 されていた草稿類の目録

である。 クチンスキ[本 章参照]も 指摘しているように,ピ ウスッキの著作に関する

業績 目録は今まで刊行されたことがなく,そ の意味で井上によるこの目録はピウスツ

キの学問的業績の全貌を伝える画期的なものといえる。特に,こ れ らの目録の中には

今回の緯合研究を契機に整理され,初 めて研究者に利用できるようになった資料も含

まれていることを記 しておきたい。

 田村進,伊 東一郎,ク チンスキ(井 上紘一訳)の 諸論文は,ピ ウスッキがポーラン

ドに帰国してから民族学研究に従事し,業 績を挙げた諸分野のことについて論 じたも

のである。そのうち田村論文は,ピ ゥスッキのポーランドにおける比較音楽学的活動

とその学問的意義を論 じている。伊東論文はバル ト海沿岸地域 における民俗学的研究

の推進において ピウスツキの果たした役割について触れている。さらに,ク チンスキ

は,博 物館を拠点として研究 ・調査活動に従事 していたピウスツキが,民 族学研究を

目的とする博物館は,ど のように組織され,ど のように運営されるべきと考えていた

のかを論 じている。

 また,大 塚和義論文は,現 在もサハ リン郷土博物館に保管されている,ピ ウスツキ

により収集された資料を紹介するものである。ピウスツキがサハ リンでどのような活
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動をしていたのか。彼の収集 した資料を通して,私 たちはピウスッキの活動の一端を

理解できよう。

 第3章 では蟷管からの工学的音声再生とその録音内容について取り扱 う。

 蝋管は約80年 前に録音されたのち,少 なくともピウスッキ本人と他の2～3の 研究

者により音の再生が繰り返されていた。また,二 つの世界大戦を経由しているために

保管場所が何度 もかえられている。

 これらの事情のため,ピ ゥスッキにより録音された蜷管が何本あったのか,言 い換

えれば,現 存する蝋管六十数本がそのすべてであったのかどうかも不明である。近い

将来,第 二のピウスツキ蝋管が発見される可能性も残 っていると言ってもよい。

 蝋管はエジソン社など数社の製品が使用されている。管はやや厚めの紙のケースに

収められており,ケ ースの上下の蓋には録音内容を示す記載がみられる。 この記載が

すべて録音者ピウスッキの手によるものと考えられている。 しかし,の ちの研究者が

追加記載 したものがないかどうかについては,現 段階では判断の手掛かりがない。

 さて,ピ ウスッキ蟻管は1983年7月 に日本に輸送されてきてか ら,1986年2.月 に返

送 されるまで,北 海道大学応用電気研究所に保管され,音 声再生の作業がおこなわれ

た。A. MAJEwIGz[1977]の 指摘にもあるように,蝋 管素材の劣化という化学的変質

と,か なりの数の蝋管の破損という物理的変質が観察された。

 これらの蝋管に対する朝倉利光を中心 とする音声再生作業は大きく二つに分けられ

る。第一は触針法によるものである。 これは普通のプレヤーのように,あ る一定の重

量をかけた針を直接レコード(蝋 管)に 接触させて音を再生する方法である。 この方

法は最 も正統的であるが,適 用可能な蝋管は保存の完全なものに限 られた。破損 した

蝋管には適用できないのである。そこで,第 二の方法として,針 の代用にレーザー光

線をあて,そ の反射光を電流に置換 して音声を再生する手法が開発された。岩井俊昭

らによる論文は,こ の音声再生法の要点を紹介するものである。

 このレーザー光線による音再生法は,潜 在的に広い応用範囲をもつ。それは,こ の

方法が 「非破壊的に」音声を再生する技術であるという特性に由来する。なぜなら,

古い蝋管はすでにそれ自体が 「古文化財」 とみなされ,古 文化財には物理 ・化学的変

化を与えないで利用し,将 来の利用に残すことが望まれるからである。レーザービー

ム反射法は,こ の古文化財取り扱いの原則に合致 しているうえ,若 干の技術的改良を

加えれば,古 い円筒型蝋管だけでな く,初 期の円盤状 レコードにも応用できる潜在性

をもつ。結果的には,こ の再生技術が内外の関係者の注目を集めることになったので

ある[lwAi et at. 1985,1986]。
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 切替英雄論文は,ピ ウスッキ蝋管のケースに記載されていた諸事項を詳細に採録 ・

記述 し,検 討したものである。ここで特に触れておかねばならぬのは,蝿 管の通 し番

号のことである。次の言語 ・音楽班による 「録音内容」の記載にも見られるように,

六十数本の蟷管には北海道大学応用電気研究所の朝倉利光教授のもとで通し番号が改

めて付され,こ れが今回の研究活動では標準的な統一番号として使用された。 この統

一番号のほかにも
,か つてポーランドのアダム ・ミツキエヴィチ大学に保管中に既に

付されていた番号,今 回日本への輸送の直前に関係者により付された通 し番号など,

数種類の番号が存在する。切替論文では,こ れらの諸番号の関係が明瞭に理解できる

ように配慮されている。蜷管録音内容の検討には,必 須の一覧表である。

 村崎恭子を中心 とす る言語 ・音楽班の 「ピウスツキ蝋管録音内容」は,現 段階にお

いて,出 来 る限り忠実に,主 としてアイヌ語の録音内容をローマ字表記(と 日本語)

で記載 したものである。その記載には,理 解のために必要な箇所には,楽 譜を付 して

ある。 したがって,名 実ともに,言 語学者と比較音楽学者との共同作業の産物 と言え

る。

 六+数 本の蝋管の内容は,村 崎の序言にも触れられているように[言 語 ・音楽班の

論文を参照のこと],ア イヌ語北海道方言の作品が19篇,ア イヌ語樺太方言の作品が

53篇,日 本語による作品が4篇,ス ラブ系言語の作品が3篇 聴取された。雑音がひど

く,全 く聴取不可能の蝋管もかなりあり,最 新の音声再生技術を駆使 して も再生不能

なほど,蝋 管の材質劣化が進んでいたということができる。

 谷本一之論文は,上 の聴き取り難い録音蝋管か ら,サ ハ リン・アイヌのメロディー

を聴取 し,そ の音楽的特質を論 じたものである。とくにシベ リア東部の少数民族の音

楽 との比較により,サ ハ リン・アイヌの音楽学的な特徴が指摘されているのは興味深

いQ

 第4章 に は ピウス ツ キの 民族 学 的 ・言 語学 的 研 究 と深 く関 わ り合 い の あ る諸 論 文 を

掲 げ た。 これ らは過 去 数 年 間 にわ た って 実 施 して きた 日本 ・ポ ー ラ ン ド間 の共 同研 究

の 成果 の一 部 で も あ る。

 池上 二 良 論 文,津 曲敏 郎 論 文 は,サ ハ リンの 少 数 民族 の言 語 の う ち,ウ イ ル タ語 と

オル チ ャ語 の特 徴 を扱 った もの で あ る。 これ らは ピゥス ッキ の未 刊 行 の草 稿 類 の 中 に

あ った 両言 語 に関 す る資 料 を参 照 した もの で,本 総 合 研究 計 画 の推 進 に よ って初 めて

可 能 にな った研 究 で あ る と いえ よ う。 そ れ と 同 時 に,未 刊行 の草 稿 類 の 中 に サ ハ リン

島諸 言 語 につ い て の貴 重 な資 料 が 多 く含 ま れ て い る ことが 如 実 に示 され た とい え る。

 A.マ イエ ヴ ィチ らは,ピ ウ ス ツ キの主 要 モ ノ グ ラフ,Materials for the Study of the
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Ainu Language and Folklore[PlzsuDsKI Igl2]の な か の ア イ ヌ語 を カ ー ド化 し, i接

頭 辞 と接 尾辞,ア ル フ ァベ ッ ト順 の語 彙 と それ ぞ れ の語 彙 の 出現 頻 度,ア イ ヌー英 語

索 引(掲 載 ペ ー ジ付 き),各 語 彙 の 逆 引索 引,英 語 索 引(掲 載 ペ ー ジ付 き),文 法 事 項

索 引 に分 け,ピ ウス ツ キの 記 載 を利 用 し易 くした[MAJEwlcz and MAJEwlcz l 986]。

マ イ エ ヴ ィチ の論 文 は この 索 引 の 内容 紹 介 で あ る。』

 ピウ ス ツ キの サハ リン少 数 民 族 の記 載 の な か に は,病 気 とその 治療 に関 す る もの が

多 い。 和 田完論 文 は,そ れ らの 記載 の うち,出 産 とそ れ に関 わ る慣行 に焦 点 を 置 き,

医人 類 学 の 立 場 か ら検 討 を加 え た もの で あ る。黒 田信 一 郎 論 文 は,ピ ウ ス ッ キに よ る

ハ ンセ ン氏病 につ い て の比 較 的 詳 しい記 載 に着 目 し,シ ュテル ンベ ル グ の記述 を も参

照 しな が ら,ギ リヤ ー ク族 が この病 気 を どの よ うに と らえて い るか を論 じた もの で あ

る。 特 に シ ャマ ニ ズ ム との 関 連 を 重視 し,シ ャマ ンの活 動 を媒 介 に,ギ リヤ ー クの世

界 観 の問 題 に接 近 す る もの で あ る。

 さ らに,佐 々木 史 郎 論 文 は,今 世紀 初 頭 にお け るギ リヤ ー ク族 に関す る ピ ウス ツ キ

の論 文 を基 礎 に,北 サハ リ ンにお い て文 化 変 容 を とげ つ つ あ った ギ リヤ ー ク と他 の 集

団,な か で も アム ー ル川 下 流 域 の ギ リヤ ー ク との 関係 を論 じて い る。

 第5章 は,北 海道 お よ びサ ハ リンの ア イ ヌ文 化 の研 究 に 当て た 。

 荻 原 真 子 論 文,萩 中美 枝 論 文 は と もに ア イ ヌの 口承 文 芸 に関 す る もの で あ る。 そ の

うち荻 原 論 文 は,動 物 を主 体 とす るア イ ヌの 動 物 説話 の形 式 を,北 方狩 猟 民 の 説 話 と

比較 し,逆 にそ れ を ア イ ヌ文 化 にお け る顕 著 な 狩 猟 民 的特 徴 の一 つ と して論 述 す る も

の で あ る。 また,萩 中論 文 は,北 海道 とサハ リ ン ・アイ ヌに み られ る 口承 文 芸 の 一 形

式 オ イ ナの 形 態 的特 質 を論 じた もの で あ る。 これ らの論 文 は,ピ ウス ツキ蝋 管 内容 の

比較 研 究 を将 来 進 め る際 の貴 重 な 指針 に な るべ き もの で あ る。

 ス モ リャ ー ク論文(灰 谷 慶 三 訳)は,サ ハ リ ンにお け るア イ ヌ,ニ ブ ヒ,ウ ル チ と

アム ー ル川 下 流 域 の諸 民 族 との 接 触 につ い て概 観 した もの で,古 い時 期 の仮 説 の 誤 り

を最 近 の 研 究 成果 に基 づ い て訂 正 す るな ど,ア イ ヌを 中 心 に みた 諸 民 族 間 の接 触 を豊

富 な文 献 資 料 を 駆使 して論 じた もの で あ る。

 最 後 のJ.ク ライ ナ ー論 文 は,ソ ヴ ィエ ト連 邦 と東 欧 諸 国 を 除 いた ヨー ロ ッパ 各 国

に現 在 所 蔵 され て い るア イ ヌの諸 資 料 に つ いて 論 じた もの で あ る。 これ は西 ドイ ツ の

ボ ン大 学 日本 研 究 所 で 数年 前 か らお こな わ れて きた 研 究 計画 の 中間 報 告 的 な もので,

この 内容 の 一 部 は昨 年(1985年)9月 に,北 海 道 大 学 にお け る国際 シ ンポ ジ ウム の折

の特 別 講 演 にお いて紹 介 さ れて い る。

 広 く知 られ て い る よ うに,ア イ ヌ民 族 とそ の文 化 は学 説 史 的 にみ て 世 界 の人 類 学 ・
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民族 学 研 究 者 の 注 目を集 め て きて お り,ヨ ー ロ ッパ,北 ア メ リカ の研 究 所,博 物 館 に

はか な りの ア イ ヌ文 化 に 関す る資 料 が 所 蔵 され て い る。 しか し,具 体 的 に どの研 究 機

関 に,何 が,ど れ だ け所 蔵 さ れ て い るか につ い て は何 の 情 報 もな か った 。

 西 ヨー ロ ッパ と い う地 域 は 限定 され て い る に して も,ク ライ ナ ー論 文 に よ り明 らか

に され た 実態 は貴 重 で あ る。 一 口 に言 え ば,こ れ は西 ヨー ロ ッパ に お け る アイ ヌ 民族

・文 化 の研 究 史 で あ る。 そ して,こ の 種 の 資料 集大 成 は,新 た な研 究 の飛 躍 の た め に

は必 要 不 可欠 で あ り,ク ライ ナ ー論 文 が 日本 の 北方 文 化 研 究 に示 唆 す る と こ ろは 大 き

い と思 う。

4. 今 後 の 課 題

 以上のような経過と内容の本冊子は,ICRAPと その 国内研究組織 の 「ピウスツ

キ北方資料研究会」のメンバーが中心になって推進してきた研究活動の中間報告であ

る。当初の目標であった 「ピゥスッキ蟷管」か らの音声資料の再生が終わり,再 生テ

ープに基づいて録音内容の概略がわかってきた。 もちろん,上 に触れたように,音 声

再生技術の駆使にもかかわ らず,再 生不能なほど材質劣化の進んでいた蝋管が予想以

上に多かったことも事実である。

 「ピウスツキ北方資料」,日 本周辺の諸民族文化に関す る諸資料などを考慮 しなが

ら,当 面の研究課題について簡単に触れておきたい。

 (1)蝋 管録音内容の比較研究

 ピウスッキ蟻管の録音内容は,村 崎恭子 らの報告に示されているように,今 ようや

くその全体像が明らかにされたばかりである。聴取できた蟻管の数は,断 片的なもの

を含めると,か なりの数におよんでいる。すべての蝋管には材質劣化に起因する雑音

が激しく,録 音内容を正確に聴取 し,転 写することは多大な困難をともなう。 しか し

なが ら,さ らに聴取の努力を払い,可 能な限 り内容を明らかにする必要があろう。

 これと平行 して,蟷 管の音声内容の比較研究が必要である。サハ リン・アイヌ文化

に関する公表された文献資料が少ないことは事実であるが,蝋 管録音内容にはいまま

で未知であった事柄 も多 く含まれている。それらは改めて比較研究を行う必要があろ

う。また,今 回の総合科研の期間中には,ピ ウスッキの未刊行草稿類の内容 と録音音

声資料の内容との対比を行 う時間的余裕がなかった。 これも,今 後に残された課題で

ある。

 ② 『ピウスッキ著作集』の編集 ・刊行

 ピウスッキの既刊および未刊の業績類をふくむ諸資料を編集し,現 時点における学
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術 的 意義 ・評 価 を付 した 『ピウス ッキ著 作 集 』 の 出版 が必 要 で あ る。 現 在 の と ころ,

井上 紘一 とA.マ ィ エ ヴ ィチ に よ り この 出版 が 計 画 さ れて い る。

 この 計画 は全 巻6冊 か らな り,概 要 は 次 の通 りで あ る。

  『ピ ゥス ッ キ著 作 集 』(Collected Mlorks of Bronislaω Pilsudski)

    第1巻 『サハ リ ンの原 住 民 文 化:既 刊 論 文,1898年 ～1936年 』

    第2巻 『サハ リ ンの原 住 民 文 化:ロ シア語,ポ ー ラ ン ド語,日 本 語等 既刊

       論 文 翻 訳』

    第3巻 『ア イ ヌ語 お よ び 口頭 伝 承 研 究 資料[Materials for the Stttdl of the

       Ainu」乙anguage and Folklore,1912]』

    第4巻 『未 刊 草 稿 類1:オ ル チ ャ,オ ロ ッ コ言 語 学,ア イ ヌ祈 疇文 』

    第5巻 『未 刊 草 稿 類II:ア イ ヌ民族 学 と蝋 管』

    第6巻 『雑 綴,評 価,索 引』

 (3)日 本 国 内 に あ る アイ ヌ文 化 に関 す る 諸資 料 の集 大 成

 一 般 的 にい え ば,あ る民族 ・文 化 に関 す る資 料 に は,文 献 資料,映 像 資 料,音 響 資

料,標 本 資 料(物 質 文 化)が 含 まれ る。 文 献 資料 とは,論 文,単 行 本 な ど活 字 で 表 わ

され た 資 料 で あ る。 映 像 資 料 に は フ ィル ム(映 画,ス ライ ド,ス チ ール写 真 な ど),

絵 画,ビ デ オ が含 ま れ る。 音響 資 料 は,蜷 管 を ふ くむ レコ ー ドと音 声 テ ー プ が あ る。

また,標 本 資 料 に は,い わ ゆ る道 具 類 とそ れ らを作 るた め の 素材 が含 ま れ よ う。 これ

らの資 料 は研 究 推進 のた めの基 礎 的 資 料 で あ る。 「ピゥ ス ッ キ北 方資 料 研 究 会 」 を 主

体 とす る本 総 合 科研 で は,ピ ウス ッ キ個 人 が 残 した諸 資 料 の 集 成 を 図 り,研 究 者 の 利

用 に供 せ る よ う配慮 して きた。

 上 の よ うな 観 点 に立 つ と き,ク ラ イナ ー論 文[第5章 参 照]は 日本 の 北 方文 化 研 究

者 に多 くの こ とを示 唆 して い る。 と くに世 界 の 人類 学,民 族 学 界 にお いて は,ア イ ヌ

民 族 お よ び ア イ ヌ文化 は長 く研 究者 に関 心 を持 た れ て きた 。 日本 国内 各地 に保 存 され

て い る北 方 諸 民 族 文化,と くに アイ ヌ文 化 に関 す る諸資 料 を集 大 成 し,い ま まで の研

究 史 を 回顧 し,今 後 の 研究 の指 針 を え る こ とは,日 本 の北 方 文 化 研 究 者 の 義 務 で は な

か ろ うか。

5.資 料 の 所 在

 最後に,関 心ある研究者の方々の利用の便を考慮 して,本 総合研究において使用し

た諸資料の所在,保 存場所について簡単に紹介 しておきたい。

 蟷管のオ リジナルは,現 在,ポ ーランド国ポズナン市アダム・ミツキエヴィチ大学
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言語学研究所に,再 生された音声テープとともに保管されている。日本においては,

蝋管の複製と音声再生テープは北海道大学応用電気研究所朝倉利光教授研究室に保存

されている。さらに,テ ープの複製は,本 研究計画の言語 ・音楽班のメンバーも研究

資料として各自保管している。

 既刊モノグラフ ・論文類と未刊行草稿類の原本はポーランド各地の図書館,大 学,

研究所に散在 していたが,そ のほとんどはマイクロフィルムの形で 日本にある。その

複製は北海道大学文学部北方文化研究施設,中 部大学国際関係学部井上紘一研究室,

および国立民族学博物館図書室にそれぞれ所蔵されている。また未刊行草稿類は,マ

ィエヴィチ夫妻の努力により原語のままタイプされ,利 用 し易くなっている。その複

製も北海道大学文学部北方文化研究施設,中 部大学国際関係学部井上紘一研究室,国

立民族学博物館図書室に保管されている。
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